
2024年度_町田市里山環境活用保全計画
推進委員会

２０２５年２月２５日（火）

重点事業 資料

資料４ー２

1



重点事業１ 山林と農地の再生と活用

取組項目
①山林と農地の再生に取り組みます
②事業者等と連携して里山の環境・資源を活用します
③里山で活動したい人を受け入れる環境を整備します
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目標値 16,000 32,000 48,000 64,000 80,000

実績値 25,347 42,813 56,415

新たに山林再生に着手した面積（㎡）
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2022年4月1日以降、山林の再生に着手した面積



重点事業１ 山林と農地の再生と活用
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取組①＿山林と農地の再生に取り組みます

報告内容 ７件

山林や竹林の整備 ① 山林や竹林の管理保全に取り組む主な団体

② 新たな協定の締結（小山田エリア）

③ 境川源流域周辺のハイキングコースの整備

④ ナラ枯れの調査および枯損木の計画伐採（小山田エリア）

農地の再生・整備 ⑤ 農地の活用に向けた調整（小山田エリア）

多様な主体の連携 ⑥ 「多摩の森」活性化プロジェクト推進協議会への参加

⑦ 学校法人玉川学園との連携



取組①
山林と農地の再生に取り組みます
実施内容（１）山林や竹林の再生・整備

⚫ 山林や竹林の管理保全に取り組む主な団体
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団体名 主な活動場所

1 丸山谷戸山の会 相原エリア

2 HATARAKU認知症ネッ
トワーク町田

小山田エリア
小野路エリア

3 NPO法人鶴見川源流
ネットワーク

小山田エリア

4 個人 小山田エリア

5 小山田の森委員会 小山田エリア

6 小山田五感の森 倶楽部 小山田エリア

7 NPO法人まちだ結の里 小野路エリア

団体名 主な活動場所

8 小野路里山活用プロ
ジェクト実行委員会

小野路エリア

9 小野路ふるさとの森保
全の会

小野路エリア

10 Life Lab Tama 小野路エリア

11 三輪みどりの会 三輪エリア

12 NPO法人樹木・環境
ネットワーク協会

三輪エリア

13 三輪住宅あおば倶楽部 三輪エリア

14 里山の生き物 三輪エリア



取組①
山林と農地の再生に取り組みます

実施内容（１）山林や竹林の再生・整備

⚫ 新たな協定の締結（小山田エリア）

◆協定面積 １３，６０２㎡

◆協定相手 小山田五感の森 倶楽部

◆協定日 ２０２４年１０月１４日

協定対象地

上小山田町字八号９４０番２ 山林 1,920㎡
上小山田町字八号９４０番３ 山林 543㎡
上小山田町字八号９７４番１ 雑種地 730㎡
下小山田町字山中２１４１番１ 雑種地 1,002㎡
下小山田町字山中２１４９番３ 山林 9,407㎡

合 計 13,602㎡

5



実施内容（１）

山林や竹林の再生・整備

⚫ 境川源流域周辺のハイキン
グコースの整備

◆実施者

一般財団法人 相原保善会

取組①
山林と農地の再生に取り組みます

出典：一般財団法人相原保善会ホームページ
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左上・7月の作業、右上・9月の作業

左下・12月の作業、右下・間伐材の利用



実施内容（１）

山林や竹林の再生・整備

⚫ ナラ枯れの調査および枯損木の計画伐採
（小山田エリア）

◆施工場所

鶴見川源流保水の森

◆施工期間

２０２４年１２月～２０２５年３月

◆枯損木伐採

１９本

取組①
山林と農地の再生に取り組みます

• 枯損木の一部
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実施内容（２）農地の再生・整備

⚫ 農地の活用に向けた調整（小山田エリア）

◆未利用市有農地（現況竹林）の活用について隣接する農地
で耕作を行う農業従事者と協議

取組①
山林と農地の再生に取り組みます

• 現地の様子（近景） • 現地の様子（遠景）
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取組①
山林と農地の再生に取り組みます

◆連携事業

① 多摩の森の整備及び保全

② カーボン・オフセット

③ 林業作業、自然観察その他多摩の森を活
用した体験活動

④ 多摩の森で産出される間伐材その他の木
材の活用

⑤ その他協議会が必要と認める事業

実施内容（３）

多様な主体との連携による里山環境の再生

⚫ 「多摩の森」活性化プロジェクト推進
協議会への参加

◆ 協議会参加日 ２０２４年４月１日

◆ 参加自治体

• 特別区

千代田区・中央区・台東区

品川区・荒川区・葛飾区

• 市町村

八王子市・青梅市・あきる野市

日の出町・檜原村・奥多摩町・町田市

9



• 協働作業の様子・成果

取組①
山林と農地の再生に取り組みます

実施内容（３）

多様な主体との連携による里山環境の再生

⚫ 学校法人玉川学園との連携

◆景観の阻害や生態系への影響など社会
問題化している放置竹林の再生と活用
をテーマに実施

• ホームページのバナー

• イルミネーションの様子
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重点事業１ 山林と農地の再生と活用
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取組②＿事業者等と連携して里山の環境・資源を活用します

報告内容 ６件

必要なインフラ整備 ① 小山田おこしの森 作業路整備

多様な主体の連携・協働 ② 町田青年会議所との協働

③ 町田産メンマの販売（市民団体との協働）

④ 町田市農業協同組合椎茸部会との連携

⑤ 「多摩の森活性化プロジェクト」現場体験事業の実施
に向けた調整

⑥ 学校法人玉川学園との連携（再掲）



実施内容（１）里山資源の活用に必要なインフラ整備

⚫ 小山田おこしの森 作業路整備

◆整備に影響する樹木の調査および測量の実施

小山田小学校

上小山田町

小山田小学校北側山林
（小山田おこしの森）
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• 伐採予定の樹木

取組②
事業者等と連携して里山の環境・資源
を活用します



実施内容（２）多様な主体との連携・協働に
よる里山資源の活用

⚫ 町田青年会議所との協働

◆町田ならではの循環型ローカルSDGs構築に
向けて、まちだの里山を活性化させるアイ
デアを募集
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出典：一般社団法人町田青年会議所ホームページ

取組②
事業者等と連携して里山の環境・資源
を活用します



実施内容（２）多様な主体との連携・協働に
よる里山資源の活用

⚫ 町田産メンマの販売（市民団体との協働）

◆メンマを生産する市民団体の協力のもと市
職員を対象に販売。購入者にメンマおよび
竹の活用に関するアンケート調査を実施

◆販売数 ８０（調査回答数 ５８）
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取組②
事業者等と連携して里山の環境・資源
を活用します



実施内容（２）多様な主体との連携・協働に
よる里山資源の活用

⚫ 町田市農業協同組合椎茸部会との連携

◆市有山林の保全による伐採木を椎茸栽培の
原木として利用する取組を、農協・椎茸農
家・保全活動団体と連携して推進

◆協定日

２０２５年２月中旬（予定）

◆想定する市有山林

鶴見川源流保水の森
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取組②
事業者等と連携して里山の環境・資源
を活用します

2013年度に植えたクヌギ



取組②
事業者等と連携して里山の環境・資源
を活用します

◆実施回数

各エリア２回 計４回実施

◆事業規模

各エリア４２名 合計８４名を予定

◆実施を予定している事業の内容

• 森林散策と間伐材を用いた焼き板プレー
ト作成（相原エリア）

• 里山散策と竹林の整備体験、伐採した竹
を活用した灯篭つくり体験（小野路エリ
ア）

実施内容（２）多様な主体との連携・協働に
よる里山資源の活用

⚫ 「多摩の森活性化プロジェクト」現場体
験事業の実施に向けた調整

◆ 実施時期

２０２５年１０月～１２月

◆実施場所

相原エリアおよび小野路エリア

◆事業対象

協議会に参加する都市部自治体の住民
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重点事業１ 山林と農地の再生と活用
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取組③＿里山で活動したい人を受け入れる環境を整備します

報告内容 １件

参画しやすい環境整備 ① 拠点施設の機能に関連する事業者を対象としたマー
ケットサウンディングの実施（資料３のとおり）
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実績値 9 9 9

活動に参画する団体数

重点事業２ 活動に参画する団体や企業・
個人など、担い手の確保と支援

取組項目
・新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います
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・協定締結団体・個人

市と協定を締結し市有地において活動する団体

協定締結相手 締結年度 協定面積（㎡） 主な活動場所

1 HATARAKU認知症ネットワーク町田 2017 9,434 下小山田町
小野路町

2 NPO法人鶴見川源流ネットワーク 2019 273,213 上小山田町

3 NPO法人まちだ結の里 2019 82,147 小野路町

4 個人 2020 6,567 下小山田町

5 小野路里山活用プロジェクト実行委員会 2021 28,762 小野路町

6 小山田の森委員会 2021 30,759 上・下小山田町

7 小野路ふるさとの森保全の会 2022 7,824 小野路町

8 Life Lab Tama 2022 9,440 小野路町

9 小山田五感の森 倶楽部 2024 13,602 上・下小山田町

重点事業２ 活動に参画する団体や企業・
個人など、担い手の確保と支援19



重点事業２ 活動に参画する団体や企業・
個人など、担い手の確保と支援20

取組＿新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います

報告内容 ５件

担い手の確保に向け
た取組

① 市民団体の活動の周知

② まちだみどり活用ネットワークの取組

地域・団体・企業等
との連携

③ 小野路町内会との連携

④ 新たな団体による活動（再掲）

企業版ふるさと納税 ⑤ 企業版ふるさと納税の事業エントリー



実施内容（１）新たな担い手の確保に向けた取組

⚫ 市民団体の活動の周知

◆市庁舎１階イベントスタジオにおいて、竹林整
備に取り組む団体の活動を紹介

◆開催期間 2024年10月28日～11月1日（5日間）

◆見学者数 約２４０名
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取組
新たに活動を行う団体等への助言や支援
を行います
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実施内容（１）新たな担い手の確保に向けた取組

⚫ まちだみどり活用ネットワークの取組

取組
新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います

◆ 「まちだみどり活用ネットワーク」とは・・・

➢ 町田市内の公園、緑地、里山、農地などのさまざまな“みどり“を活用していくため、
事業者、NPO法人、農業者、公園指定管理者、町田市などが連携して設立した任意団
体。みどりを活用することで暮らしが豊かになり、みどりが良好に保たれる。そんな、
人もみどりもよろこぶまちの実現を目指して、産学官民の仲間を募集しながら連携し
て取り組みを進めます。

◆ どんなことをするのか・・・

➢ みどりを活用してやりたいことの実現や困りごとの解決に向けて、まずは特に多様な
みどりがある忠生・北部地域をモデルとして取り組みを実践します。会員で活動内容
を提案・検討し、活動ごとに実行委員会を立ち上げて進めます。モデル地域での実績
やノウハウを、市内各地のみどりでの活動展開や連携拡大につなげていきます。

出典：まちだみどり活用ネットワークホームページ
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実施内容（１）新たな担い手の確保に向けた取組

⚫ まちだみどり活用ネットワークの取組

取組
新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います

出典：まちだみどり活用ネットワークホームページ



取組_新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います
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⚫ 小野路町内会との連携

◆小野路エリアのフットパス
コースを散策しながら清掃活
動を実施

◆開催日 2024年12月7日

◆参加者数 約60名（スタッフ
を含む）

（当日の様子はリーディングプ
ロジェクトに掲載）

実施内容（２）地域・団体・企業等と連携した取組



実施内容（２）地域・団体・企業等と連携した取組

⚫ 新たな団体による活動

◆小山田五感の森 倶楽部

１２月の活動の様子
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取組
新たに活動を行う団体等への助言や支援
を行います



取組_新たに活動を行う団体等への助言や支援を行います

実施内容（３）企業版ふるさと納税の事業エントリー26



重点事業３
「まちだの里山」の戦略的な情報発信
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

目標値 28,000 29,000 30,000 31,000 32,000

実績値 33,045 35,804 35,000

まちだの里山の来訪者数（人）

取組項目
・企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します

※2024年度実績値は見込数
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重点事業３
「まちだの里山」の戦略的な情報発信28

取組＿企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します

報告内容 ５件

① 団体や法人、施設管理者による来訪者促進の取組

② 「まちだの木活用プロジェクト―“里山”にふれる・“木”と親しむ―」PR展示
の実施

③ 町田青年会議所との協働（再掲）

④ 複数のメディアによる取組の紹介

⑤ SNSによる発信



⚫ 団体や法人、施設管理者による来訪者促進の取組
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取組
企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します

出典：相原中央公園ホームページ

自然環境学習会の様子（鶴見川源流保水の森）

田植え体験（左）・里山ガイド（右）の様子
（奈良ばい谷戸）



⚫ 「まちだの木活用プロジェクト―“里山”にふれる・“木”と親しむ―」PR展示の実施

◆庁内における伐採木の活用と市民団体における竹を活用した取組を紹介

◆開催期間 2024年10月28日～11月1日（5日間）

◆見学者数 約２４０名
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取組
企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します



⚫ 町田青年会議所との協働

◆里山資源の重要性や地域団体などが連携して里山の活用に取り組む必要性を周知

31

取組
企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します
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取組
企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します

⚫ 複数のメディアによる取組の紹介

項目 主なメディア 備考

玉川大学連携企画 毎日新聞、日本経済新聞、読売新
聞、武相新聞など２３社

沖縄・北海道・新潟などのメ
ディアからの取材

イベントスタジオ企画 朝日新聞、日本経済新聞など５社

拠点施設関連 建通新聞社、町田経済新聞 拠点施設の構想、市民意見募
集について

小野路フットパスツアー
＆おそうじ大作戦

タウンニュース、号外ネット

里山における取組 日本経済新聞 2025年1月28日号 全国版

ＮＨＫワールドＪＡＰＡＮ Dive in Tokyo「町田」 放送

小野路エリアにおける団
体の取組

ＢＳ－ＴＢＳ、ショッパーなど４
社
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取組
企業等へ情報を発信し、活動の参画を促進します

⚫ SNSによる発信

◆特定非営利活動法人まちだ結の里 Instagram
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